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（610）以後は続けて使節を派遣している。何より推古 29 年（621）と 31 年（後述のように実
際の年は推古 30（622）である）条の記録は，真平王の倭に対する新羅外交の変化を具体的に
示すものと考えられる。
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西暦 新羅 倭 外交内容 対象
579.10 真平王 元 敏達 8 調と一緒に仏像を送る。 新羅→倭
580.6 真平王 2 敏達 9 調を送る。 新羅→倭
582.10 真平王 4 敏達 11 調を送る。 新羅→倭
584.2 真平王 6 敏達 13 難波吉士木蓮子を新羅に派遣。 倭→新羅
591.11 真平王 13 崇峻 4 吉士金を新羅に派遣。新羅出兵準備の記事。 倭→新羅
597.11 真平王 19 推古 5 難波吉士磐金を新羅に派遣。 倭→新羅
598.4 真平王 20 推古 6 難波吉士磐金の帰国，鵲 2 隻を倭にもたらす。 （倭→新羅）
598.8 真平王 20 推古 6 孔雀 2 隻を送る。 新羅→倭
600 真平王 22 推古 8 新羅出兵記事。難波吉師神を新羅に派遣。新羅・任那の使が調を送る。 倭⇔新羅
602.2 真平王 24 推古 10 新羅出兵準備の記事。 倭→新羅
603.4 真平王 25 推古 11 新羅出兵準備の記事。 倭→新羅
610.7 真平王 32 推古 18 新羅・任那の使人が筑紫に到着。10 月には王京で外交儀礼が行われる。 新羅→倭
611.8 真平王 33 推古 19 新羅使人と任那使人が共に朝貢。 新羅→倭
616.7 真平王 38 推古 24 奈末竹世士を派遣して仏像を送る。 新羅→倭
621 真平王 43 推古 29 奈末伊弥買を派遣して朝貢。表書を携帯し送る。 新羅→倭
622.7






（623） 真平王 44（45）推古 30（31）新羅出兵記事。新羅・任那の使人が朝貢し調を送る。 倭⇔新羅




























は，概ね真平王代に入り実施されているが 12)，真平王代の前期（同王 13 年以前）と後期（同













552 年倭の仏教公伝から 7 世紀前半の新羅真平王代までの，朝鮮三国から倭に送られた僧侶や
仏像・仏具など仏教文物について整理してみれば，次の表 2 のようである。
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表2　倭国に送られた仏教文物・僧侶（552年〈倭の仏教公伝〉～真平王代）
西暦 新羅 倭 出発地 仏像 仏具 僧侶 その他
552.10 真興王 13 欽明 13 百済 金銅像 幡蓋・経論
554.2 真興王 15 欽明 15 百済
曇 恵 な ど 9 人
（道 深 等 7 人 と
交替）
易 博 士・ 暦 博
士・医博士・採
薬師・楽人など
577.9 真智王 2 敏達 6 百済 経論 律師・禅師・比丘尼
呪 禁 師・ 造 仏
工・造寺工
579.10 真平王 元 敏達 8 新羅 仏像
584.9 真平王 6 敏達 13 百済 弥勒石像・仏像










寺 工・ 鑪 盤 博
士・瓦博士・画
工，調など
595 真平王 17 推古 3 百済 恵総（厩戸皇子の師）
595.5 真平王 17 推古 3 高句麗 恵慈（厩戸皇子の師）
599.9 真平王 21 推古 7 百済 駱駝・驢・羊・白雉
602.10 真平王 24 推古 10 百済 観勒 暦本・天文地理書・遁甲方術書
602. 閏 10 真平王 24 推古 10 高句麗 僧隆・雲聡




609.4 真平王 31 推古 17 百済（漂着） 道斤・恵弥
610.3 真平王 32 推古 18 高句麗 曇徴・法定 五経・彩色（絵具）・紙・墨
612 真平王 34 推古 20 百済（漂着）
須弥山及び呉橋
の工人・伎楽師
616.7 真平王 38 推古 24 新羅 仏像
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贄為新羅共食者。錦織首久僧為任那共食者。辛亥，客等礼畢，以帰焉。（『日本書紀』推古
18 年（610）秋 7 月条）
②秋八月，新羅遣沙㖨部奈末北叱智，任那遣習部大舎親智周智，共朝貢。（『日本書紀』推
古 19 年（611）秋 8 月条）












なお⑤の推古 31 年（623）秋 7 月条は，本条文の研究当初より井上光貞氏などが，諸本では推
古 31 年とするが現存最古の写本である岩崎本では推古 30 年とすることを明らかにしてい
る 25)。⑤の実際の年は推古 30 年（真平王 44，622）であるので，以下でも⑤の記録はこのよ




































真平王の対外活動は，同王 16 年の 594 年に初めて隋に使節を派遣することで本格的に始動
された。以後真平王は，同王 35 年（613）まで 8 回もの使節を派遣し，1 度の来使を受けてい
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以上新羅では，対倭外交を再開した真平王 32 年（610）からこれを本格化させた同王 44 年
（622）までの間に，外交並びに内政面の整備によりこれまでにない充実期をむかえるのであっ


















「泣き弥勒」は 7 世紀後半の天武朝ごろに日本で制作されたものであることを立証している 44)。
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西暦 新羅 倭 出発地 到着地 経由 学問僧・学生
600 真平王 22 推古 8 倭 隋
607.7 真平王 29 推古 15 倭 隋
608.4 真平王 30 推古 16 隋 倭 百済




609.9 真平王 31 推古 17 隋 倭
614.6 真平王 36 推古 22 倭 隋






（31） 唐 倭 新羅 大唐学問者僧恵斉・恵光・医恵日・福因ら
630.8 真平王 52 舒明 2 倭 唐 薬師恵日
632.8 善徳王 元 舒明 4 唐 倭 新羅 僧霊雲・僧旻・勝鳥養
639.9 善徳王 8 舒明 11 唐 倭 新羅 大唐学問僧恵隠・恵雲
640.10 善徳王 9 舒明 12 唐 倭 新羅 大唐学問僧清安・学生高向漢人玄理
これを参考にすれば，610 年代（真平王中期）まで倭の対中国外交を援助した国は百済とい
える。倭の隋への使節は，百済を経由して帰国（派遣も？）している。例えば，倭の遣隋使が
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綵三百段。（『三国史記』真平王 43 年（621）秋 7 月条）
新羅，高句麗，西域二十二国并遣使朝貢。（『冊封元亀』外臣部・朝貢条・武徳 4 年（621）
10 月条）
遣使大唐朝貢。（『三国史記』真平王 45 年（623）冬 10 月条）
上の史料によると，まず，621 年 10 月に唐入朝（7 月に都慶州を出発）を果たした新羅使節
の帰路に，唐王朝は百済・高句麗への対応と異なり新羅に唐使（通直散騎常侍廋文素）を派遣
しているが，622 年 7 月に新羅使節が倭に送り届けた留学生たちはこの時の新羅・唐使節に同
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本学研究』第 22 集，2007 年 9 月）に掲載された，本稿と同題の韓国語文（「新羅 眞平王代 後
期의 對倭外交―眞平王의 對倭政策과 관련하여―」）を，若干の加筆・修正を加えて日本語で
公表するものである。
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9) このような視点は，延敏洙前掲論文 2002 をはじめ，ほとんど変わらず継承されている。














16) 仏教文物に加えて，『日本書紀』推古 5 年（597）4 月条によると，この時期百済は王子阿佐を倭に派
遣している。以後百済は，631 年（舒明 3）にも王子豊璋を派遣するなど，倭に王子を数度派遣して
いる。なお，7 世紀代の百済と倭の外交関係を扱った専論には，盧重国「7 世紀百済と倭との関係」





17) 飛鳥寺の造営過程は，森公章前掲論文 2002 に詳しい。なお最近の研究では，百済王興寺との共通性
が数多く指摘されてきている（近藤浩一「百済・威徳王の寺院建立と孝思想―陵山里寺院・王興寺よ
りみた東アジア仏教文化交流の一側面―」『京都産業大学日本文化研究所紀要』18，2013）。














24) 延敏洙前掲論文 2002 も，この 610 年の対倭外交に注目する。ただしこの研究も，倭の立場から言及
されたものであるため，新羅側の事情はほとんど考慮されていない。














32) 李晶淑「高句麗・百済との戦争と王権専制化」前掲博士論文によれば，真平王の在位年間に計 14 回
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は真徳王 5 年（651）に領客典の長官である令 2 人を置いたとしている。
34) 『三国史記』によると，入隋（陳）して求法活動を行なっていた曇育（真平王 27 年条）・円光（真平



















成果にしたがえば，『日本書紀』推古 30 年（622）秋 7 月条に関連して現在の広隆寺地に創建された
とみて相違なかろう（林南壽「蜂岡寺の創建」「秦寺の創建」前掲書）。また既往の研究では，承和 3







































52) 本文表 2 を参照。『日本書紀』によると，敏達 13 年（584）に仏舎利に関連した逸話が存在する。し
たがって，倭にはそれ以前から仏舎利が存在したといえる。


























よると，秦河勝は，610（推古 18）年 7 月に新羅使節が来倭したときその導者に任命されている。秦
河勝は，新羅とも深いパイプを有し，倭王権の外交接待を掌る機関の重要人物であったことが窺い知
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70) 『日本書紀』推古 16 年（608）6 月条。
71) 百済武王（在位 600 ～ 641）は，唐の建国以来，新羅の真平王以上に対唐外交を活発に展開していた。
既往の研究によれば，唐建国後 20 年間に実施された対唐外交は，新羅が 14 回であるのに比して，百
済は 15 回に達していたとされる（金寿泰「百済滅亡と唐」『百済研究』22，1991）。また，百済が対
唐外交をいかに重視していたかは，百済が唐に送った物品や外交担当者を通して窺い知られる。例え





74) この条文についての詳細な説明は，新川登亀男前掲書 1994 を参照。日本の僧綱制の起源については，
曽根正人「日本仏教の黎明」（『日本の時代史 3 ―倭国から日本へ―』吉川弘文館，2002）なども参照。
75) 『日本書紀』推古 32 年（624）4 月戊申条，推古 33 年（625）春正月戊寅条（実際の年は前者が推古
31，後者は推古 32 である）。
76) また，慶州南山に散在する仏像の製作年代も概ね 7 世紀初と理解されている（文明大「慶州南山仏蹟
の変遷と仏谷龕室仏像考」『新羅文化』10・11，1995）。
77) 朱甫暾「南山新城の築造と南山新城碑第 9 碑」（『金石文と新羅史』知識産業社，2002）。











Silla’s diplomatic relations with Wae during the later period of 
King Jin-pei
—In relation to the foreign policy of Silla’s King Jin-pei—
Koichi KONDO
Abstract
Until the later period of his position, Silla’s king, Jin-pei, took little diplomatic action toward Wae. But in 610, 
there was a big change in his attitude. After this change, King Jin-pei dispatched his messengers to Wae in rapid 
succession, and promoted vigorous diplomatic activities with the country. Especially, in 622, at his age of 44, the 
king’s ambassadors presented Buddha statues, Buddha’s Sarira, and flagpoles to Wae, and sent Wae’s student in 
the Tang. This paper examined Silla’s diplomatic relations with Wae developed in the latter part of the Jin-pei dy-
nasty recorded in “Nihon Shoki” from the viewpoint of Silla’s history.
Silla’s diplomatic relations with Wae during the later time of King Jin-pei did not start with a subordinate atti-
tude with which, as pointed out in the past, its diplomacy tried to withdraw Wae’s support in the confrontation 
with Baekje and Koguryo. It was carried out under the aggressive foreign policy based on the confidence that 
Silla achieved the advance of the diplomacy for China and the government system at the reign of Silla dynasty. 
King Jin-pei sent Buddhist things to Wae and tried to convey Silla’s thought and institution to Wae while building 
a relationship with Wae’s student in the Tang. It is inferred that he searched for the so-called “Sillanization” 
(integration into the Silla dynasty) through those activities.
Keywords: King Jin-pei, diplomatic relations with Wae, Nihon Shoki, Buddhist things, Wae’s student in the 
Tang
